
　良くなった
2%

　多少良くなった
3%

　悪くなった
40%

　やや悪くなった
21%

　変わらない
34%

　賛成
9%

　反対

70%

　わからない

21%
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し
ん
ぶ
ん
赤
旗
・
囲
碁
将

棋
県
大
会
が
１
４
日
、
松
江

市
で
開
か
れ
、
地
区
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
２
３
人
が
盤

上
の
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。（
写
真
） 

 

開
会
に
あ
た
り
、
日
本
共

産
党
の
尾
村
利
成
県
議
が

激
励
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

 

優
勝
し
た
囲
碁
の
吉
井

秀
浩
（
出
雲
市
）
、
将
棋
の

來
海
孝
之
（
松
江
市
）
の
両

氏
が
全
国
大
会
に
出
場
し

ま
す
。
結
果
は
次
の
通
り
で

す
。
（
敬
称
略
） 

【
囲
碁
】
Ａ
級 

優
勝
＝
吉

井
秀
浩
、
２
位
＝
釜
世
昭

一
、
３
位
＝
安
達
亮
平 

 

Ｂ
級 

優
勝
＝
桜
石
松

雄
、
２
位
＝
能
美
武
、
３
位

＝
玉
木
秋
帆 

【
将
棋
】
Ａ
級 

優
勝
＝
來

海
孝
之
、
２
位
＝
川
本
哲

也
、
３
位
＝
藤
井
真
司 

争
点
隠
し
と
力
ず
く
の
企

業
・
団
体
ぐ
る
み
で
、
民

意
に
襲
い
掛
か
か
り
ま
し

た
。 猛

烈
な
台
風
が
直
撃
し

た
最
終
盤
、
暴
風
を
衝
い

て
「
絶
対
に
負
け
ら
れ
な

い
」
と
期
日
前
投
票
に
慣

れ
な
い
行
列
を
つ
く
っ
た

み
な
さ
ん
。
投
票
日
、
屋

根
が
飛
び
、
停
電
が
続
く

甚
大
な
被
害
を
受
け
な
が

ら
投
票
所
に
向
か
っ
た
み

な
さ
ん
。
一
票
一
票
の
力

が
、
玉
城
デ
二
―
候
補
の

歴
史
的
圧
勝
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。 

安
倍
政
権
は
い
よ
い
よ

窮
地
に
立
た
さ
れ
た
と
い

う
べ
き
で
す
。
辺
野
古
埋

め
立
て
工
事
は
容
易
で
は

な
く
な
り
ま
し
た
。
圧
倒

「
翁
長
前
知
事
の
遺
志

を
継
ぐ
」「
辺
野
古
に
新
基

地
は
ぜ
っ
た
い
に
造
ら
せ

な
い
」
―
沖
縄
県
知
事
選

挙
で
、
安
倍
政
権
と
自

民
・
公
明
・
維
新
は
権
力

を
総
動
員
し
、
徹
底
し
た

的
民
意
と
自
治
に
も
と
づ

く
知
事
権
限
を
踏
み
に
じ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
以
上
の
強
権
を

振
る
う
な
ど
絶
対
に
許
さ

な
い
全
国
の
民
意
で
包
囲

し
ま
し
ょ
う
。
分
断
を
乗

り
越
え
「
誇
り
あ
る
豊
か

さ
」
を
共
に
造
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
よ
り

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
。

「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
原
点

に
は
米
軍
の
直
接
占
領

下
、
銃
剣
と
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
に
立
ち
向
か
っ
た
島
ぐ

る
み
の
闘
い
が
あ
り
ま
し

た
。
世
界
一
危
険
な
普
天

間
基
地
の
撤
去
を
辺
野
古

移
設
条
件
付
き
に
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
、
辺
野
古

の
海
底
は
軟
弱
地
盤
で
、

工
事
設
計
変
更
は
知
事
権

限
だ
と
明
ら
か
に
す
る
な

女
性
後
援
会
の
メ
ン
バ
ー

と
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ピ
ー

ル
す
る
仁
比
氏
（
松
江
市
） 

 

島
根
県
内
の
平
和
と
美

術
を
愛
す
る
人
た
ち
の
ア

ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
（
無
審
査

公
募
展
）
が
こ
の
ほ
ど
、
松

江
市
の
県
立
美
術
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。
（
写
真
） 

 

７
回
目
の
今
回
は
１
１

３
人
が
応
募
し
、
油
絵
、
日

本
画
、
写
真
、
工
芸
、
空
間

ア
ー
ト
と
様
々
で
す
。 

 

事
務
局
長
の
駒
沢
春
夫

さ
ん
（
６
７
）
は
「
裾
野
が

広
が
り
、
ジ
ャ
ン
ル
分
け
で

き
な
い
作
品
も
出
て
き
ま

し
た
。
親
し
み
や
す
い
、
い

い
美
術
展
に
な
り
ま
し
た
」

と
語
り
ま
し
た
。 

ど
対
決
の
焦
点
で
日
本
共

産
党
が
果
た
し
て
き
た
役

割
と
責
任
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
が
し
ま
す
。 

日
本
共
産
党
を
強
く
大

き
く
し
て
「
本
気
の
共
闘
」

へ
。
西
日
本
１
７
県
か
ら

挑
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
１
０
月
５
日
付
） 

今回は、日本共産党県議団（尾村利成、大国陽介両県議）が今年６月から松江市・

出雲市で取り組んでいる「市民アンケート」の中間集計についてお知らせします。 

●“６割”が暮らし向き「悪くなった」と回答 

 安倍首相は自分に都合のよい数字をあげて「アベノミクス」について自画自賛を繰り返し

ています。党県議団が実施した「市民アンケート」では、暮らし向きが「良くなった」「多

少良くなった」と回答した人はわずか５％に過ぎず、「悪くなった」「やや悪くなった」と答

えた人が６１％にも上っています。寄せられた声・意見でも、「年金改悪、軍事費増大で生

活に重点が置かれない政治が続いている」（59歳・女性）、「年金生活をしているが、アベノ

ミクスとやらは夢の夢。後期高齢者医療保険料、介護保険料など引き去られるものは増え、

支給されるものは減って悪くなるばかり」など、生活悪化の声が圧倒的多数です。 

安倍政権のもとでさらに拡大した貧困と格差の問題は、経済政策の成否を判断する最大の

モノサシであり、悪化したことは「アベノミクス」の失敗を象徴しています。 

安倍首相は、来年１０月から予定通り消費税を１０％に増税すると表明しましたが、増税

を強行すれば、消費不況をいよいよ深刻にし、貧困と格差拡大に追い打ちをかける破局的な

影響をもたらすことは必至であり、消費税増税は論外です。 
 
●憲法９条改定「反対」は“７割”にも 

 安倍首相は総裁選を受けて、自分の任期中に改憲を強行する決意を示し、この秋の臨時国

会に自民党改憲案を提起すると宣言しました。安倍首相は「９条に自衛隊を明記する」だけ

であり、「自衛隊の権限・任務は変わらない」といいます。しかし、ひとたび憲法に自衛隊

を明記すれば、戦力保持を禁止した９条２項の空文化＝死文化に道を開き、海外での武力行

使が無制限になってしまいます。 

「市民アンケート」では、憲法９条改定について「反対」が７０％で「二度と戦争を起こ

さないとした先の大戦の教訓を忘れてはならない」などの声が寄せられ、「賛成」はわずか

９％でした。国民が望んでもいないのに、政権・与党が自らへの制約を取り払う改憲議論を
強引に推し進めることは、それ自体が立憲主義の乱暴な否定であり、絶対にやってはなら 

ないことです。 

 

Ｂ
級 

優
勝
＝
越
智
龍

之
介
、
２
位
＝
美
濃
子
谷
昌

章
、
３
位
＝
佐
々
木
光
明
子 


